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１．はじめに
　多摩大学経営情報学部における 1 年生英語授業	English	Expression	においては「産業社会
の問題解決の最前線に立ち、国際社会でも、また地域でも、志を持って夢を実現するために必
要な英語力を養う」という目的のもと、2011 年より外部企業とそのスタッフ、また企業セミ
ナー講師と連携して、教室の内外でより現実に近いビジネス体験をさせるタスクを授業に取り
入れている。
　学生は、教室でテキストを使って英語を勉強するだけに終わらず、ビジネス現場で活躍する
社会人とともに実際に商品開発のプロセスを体験し、プロジェクト遂行とプレゼンテーション
を英語で行い、一緒にプロジェクトを行った社会人から批評を受けるという体験をする。わた
したちは、そのような体験こそが、大学での学びに対する学生の自覚を促すとともに、何のた
めに英語を学ぶのかという目的意識を明確にし、英語を用いて仕事の成果を出すということが
どういうことなのかをより深く理解させるのに非常に重要なものであると考えている。（その
コンセプトと授業内容・運営については中村（2013）を参照。）
　導入から 3 年目を迎え、指導方法、教材、学生の提出物やフィードバックなども蓄積され
た。その研究実践報告を行い、英語授業タスクと企業とのより建設的な連携についての可能性
を探ることが本稿の目的である。なお、紙面の都合により、今回報告するタスクは春学期のも
ののみとし、教材は実際のものに設けてある説明文、空欄や図などを支障がない範囲で省略し
ている。
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２．タスクの内容
　以下が春学期タスクの内容である。
〈トピック〉アイスクリーム新フレーバー提案プレゼンテーション
活動手順：
①	 日本とアメリカの Baskin-Robbins（サーティーワンアイスクリーム）（以下 31 と略す）の
企業ホームページにアクセスし、企業概要、商品情報をリサーチし、両者を比較する。
②	 リサーチの結果をまとめ、ポジショニングマップを作成する。
③	 31 若葉台店にフィールドワークに行く。
④	 アンケートを作成してクラスで実施、結果を円グラフにまとめるとともに同社の販売
促進法をリサーチする。
⑤	 ①～④を観察、分析し、どのようなフレーバーが消費者にアピールするかを考え、新
フレーバーを提案する。
⑥	 ①～⑤をパワーポイントプレゼンテーションにまとめる。
⑦	 モチベーションを上げ、新しい企画やアイデアを得るにはどうしたらよいか、につい
て企業セミナーを開催している講師を教室に招き実際にセミナーを行ってもらう。
⑧	 ⑦のセミナーで学んだことを踏まえて、パワーポイントスライドを改良、修正、プレ
ゼンテーションを行う。教員、先輩、クラスメートの評価を受ける。
⑨	 パワーポイント配布資料を 31 若葉台店に提出して感想をもらう。
　以下に作成した教材を提示し、指導法について述べる。教材中の丸で囲まれた数字が上記の
学習項目の数字と対応する。各段階で必要なボキャブラリーリストを配布する。
2.1　①リサーチと②ポジショニングマップの作成
　Go	to	the	website	of	31	and	find	out	some	of	the	basic	information	about	the	company.（リ
サーチしている間に気がついたことはすべてメモしてください。あとから思わぬ部分が新フ
レーバー開発のヒントになるかもしれません。）
1.	When	was	the	company	established?
2.	What industry	are	they	in?	
3.	What	 is	 the	 company	policy	 and	what	
does	it	mean?	
4.	Where	did	the	name	“31”	come	from?
5.	About	how	many	stores	do	they	have	in	Japan	now?
6.	Where	did	they	open	their	first	store	in	Japan?
7.	Find	out	a	recent	ranking	of	their	standard	flavors	in	Japan.
8.	Draw	a	positioning	map	of	the	standard	flavors.
　ポジショニングマップとその作り方については教員の説明を聞いてください。
　実際の新商品開発はそれほど単純ではありませんが、通常は、ポジショニングマップであき
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のあるところ＝そのような商品がないところ、なのでそこを埋めるような新しい商品を考える
ことになります。
▪	Write	three	sentences	in	English	about	your	discovery	from	the	positioning	map.
▪	日本のサーティーワンアイスクリームのホームページと、アメリカ、韓国のサーティワ
ンアイスクリームのホームページを比べてその違いを書いてください。
	 although,	while,	but,	on	the	other	hand	など比較に役に立つ表現を教員が説明しますか
らそれを使ってください。	
〈①と②指導法〉
　このステージにおいて、学生はいわゆる「会社概要・沿革」に類する英語表現を学ぶとともに、
インターネット上でその種の情報を実際に収集し、加えて商品分析とポジショニングマップ作
成というタスクを行う。多くの学習者は幼少のころからすでにインターネット環境に慣れてい
るため、検索エンジンを使用して該当するサイトに行くことはできるが、会社ホームページの
どこを見れば、会社概要・沿革にたどり着けるかが分からない場合が多い。近い将来、大学で
の授業で必ず会社情報を利用することになるので、会社ホームページから自分が必要とする情
報（この場合は会社概要）を見つけるよい練習になる。またそれと同時に会社概要を説明する
英文には、ビジネス現場で必要な語彙が効率よく盛り込まれており効率の良い学習となる。
2.2　③フィールドワークと観察報告
　以下の項目について観察報告を作り、教員に提出しなさい。（回答は日本語）
（1）	 店内部の看板や飾りで天井に取り付けられたり吊るされているもの＝見上げるタイプ＝
について
（2）	 お店内部の飾りやチラシ、小物で、陳列ケースやテーブルの上に置いてあるもの
（3）	 テーマカラー（お店でよく使われている色）や店内部のインテリアデザイン全般
（4）	 販売員の接客やその他サービスについて気づいたこと
（5）	 子供客に対する気遣いやお客様とのコミュニケーションを心掛けている点
（6）	 その他気づいたことやわたしだったらこうすると思ったことがあったら書いてください
〈③指導法〉
　最近では高等学校においても自主的に研究、フィールドワークに行ってパワーポイントで発
表をするタイプの授業が増えているが、多くの学生にとって英語の授業で外部企業・店舗に出
かけて実際に観察をする、という体験は新鮮に映るようである。自分が小さいころから親しん
でいる店舗にでかけて、改めて経営者側という観点から店内を観察し、その結果を英語にする
ことは、経営情報学を学ぶ最初の入り口として大きな刺激になると考える。特に学生は自身の
アルバイト体験から接客に関して興味を持つ。このステージでは目に入ったお店の情景を英語
にすることによって情景描写力をつけるとともに、興味を持った接客の英語を導入することが
容易になる。
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2.3　④アンケートの実施
　消費者がアイスクリームを買う時にどのような行動をとるかを調べるためのアンケートを作
成します。以下に例がひとつあります。あと 6 つ質問を考えてください。
Q1.	What	ice	cream	flavor	do	you	like	most?	
　　vanilla　　strawberry　　chocolate　　mocha　　green	tea　　other
その結果学生が作成したアンケートを以下に挙げる。
1	 Which	flavor	of	31	Ice	Cream	do	you	like	most?
2	 How	often	do	you	come	to	31	Ice	Cream?
	 Once	a	month（	or	less	frequently）　Twice	a	month　Once	a	week　Twice	a	week	
More	than	twice	a	week
3	 How	much	money	do	you	use	on	average	when	you	come	to	31	Ice	Cream?
	 Less	than	￥300　　￥300- ￥500　　￥501- ￥1000　　More	than	￥1000
4	 What	size	do	you	usually	buy	at	31	Ice	Cream?
	 Kids　　Single　　Double　　Triple　　Other
5	 How	much	time	does	it	take	from	your	house	to	our	shop?
	 Less	than	10	min.　　10-20	min.　　21-40	min.　　41-60	min.　　More	than	60	min.
　（以下省略）
　アンケートに関する作業が終わったら BR サーティーワンアイスクリーム（株）が実際どの
ような販売促進（セールス・プロモーション）を行っているかインターネットで調べ、3 つの
例を選んでその内容をまとめましょう。日本語で構いません。また、会社の販売戦略につい
て、リサーチ中に気が付いたことがあればすべてメモしてください。
〈④指導法〉
　このステージの明確な目標は「英語でアンケートを作る」という作業である。マーケットリ
サーチの手法は英語以外の授業でほとんどの学生が勉強することになるので、その最初の段階
のアンケート作りは彼らにとって非常に重要な学習項目である。加えて、英語であれ日本語で
あれ、どのような質問を設定すれば効率よく情報を集められるか、消費者の気持ちをつかめる
かを考えるよい機会となる。（授業では、会話練習を兼ねて、作ったアンケートの質問を口頭
でクラスの友人に尋ねるというアクティビティーも行う。）同時にグラフの数値の集計、エク
セルに数値を入れそれを円グラフに変換する、という PC 操作の練習も兼ねる。PC 操作につ
いては 1 年次の情報関連科目で学習しているが、比較的習熟している学生とそうでない学生が
いるので、両者を混ぜてグループを作って作業させるようにしている。お互い助け合って作業
をすることによってクラス内の親睦も図れ、グループワークの体験をさせることができる。最
後にはグラフを説明する英語表現を学び、将来の英語プレゼンテーションへの初歩を固める。
　次に、販売促進に興味のある学生が多いため、企業の販売促進方法についてリサーチを行
い、広告やキャンペーンを始めとして企業が売り上げを増やすためにどのような努力をしてい
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るのかを気づかせる。ここでは無理に英語での表現を強要せず、興味を持って調べさせること
を中心とし、「販売促進にこんな工夫があるのか、こんなキャンペーンの方法もあるのか」と
いう発見を重視するが、意欲的な学生には英語表現も教える。
2.4　⑤と⑥プレゼンテーションパワーポイント作成手順
　パワーポイントを立ち上げて上部バーのデザインのタブをクリックし、今回のプレゼンテー
ションにふさわしいと思われるデザインを選びます。「ふさわしい」というのはいかにも 31 ア
イスクリームっぽい、ポップな感じであるとか、自分が提案しようと思う新しいフレーバーが
イチゴ味だった場合にはピンクっぽいものにする、などです。ただし、現時点ではどんな新フ
レーバーにするかは未定ですし、後から変更することもできますから「このあたりだろう」と
いうものを選んでかまいません。表紙には　Our	New	Flavor	for	2015 と入れて、自分の名前
をローマ字で入れます。
（2 枚目のスライド）
　	すでに調査した設立年、company	policy	とその意味、名前の由来、日本での店舗数、一
号店の開設場所などをバランスよく入れます。
（3 枚目のスライド）
　現在の 31 アイスクリームのスタンダードフレーバー（standard	flavors）を紹介します。
（4 枚目のスライド）
　以前リサーチした 31 アイスクリーム人気ランキングを提示します。
（5 枚目のスライド）
　以前授業で制作したスタンダードフレーバーのポジショニングマップを提示します。
（6 枚目のスライド）
　	アンケート中の 31 アイスクリームに関する質問項目から 2 つを選び、エクセルに数値を
入れ、それを円グラフに変換します。それぞれの円グラフにはタイトルをつけ、パワーポ
イントのスライドにコピーペーストします。
　1 枚目から 6 枚目までのスライドをよく観察し、自分の新フレーバーの提案を行います。基
本的には、ランキングやアンケートで人気が高いフレーバーを用いながらも、既存のフレー
バーでまた発売されていない部分＝ポジショニングマップの空欄＝を狙います。
　以下の要素を決めて 7 枚目のスライドで、新フレーバーを提案。可能な限りビジュアルを
作ってください。☆ネーミング☆フレーバー（の説明＝どうして今回このフレーバーを提案し
たかを、論理的に説明）☆工夫した点　☆販売促進に関係するアイデア＝キャンペーンやコ
マーシャル、イベントなど
★ビジュアルの作り方
　Google の画像に 31 アイスクリームと入れて検索をかけます。
　気に入った画像にカーソルを合わせて右クリックし、画像をデスクトップなどに保存しま
す。次に左下の Windows　マークをクリックしてすべてのプログラムからアクセサリ、その
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中からペイントをクリックして、ペイントソフトを立ち上げます。立ち上げたペイントソフト
の中に、さきほど保存した画像をドラッグします。画像を好きなように加工できるようになり
ます。加工が出来上がったらこれをパワーポイントのスライドにコピペします。これ以外の
もっといい方法を知っている人は好きな形ですすめてください。
★プレゼンテーション英語原稿作成手順
1 ）プレゼンテーション開始時の導入
　Today	we	are	very	pleased	to	introduce	our	new	flavor	for	2015.	My	name	is…………………
2 ）企業リサーチ
　First,	let	me	tell	you	the	company	information	of	B-R	31	Ice	Cream.
　すでにリサーチしてある企業情報を下記の語彙を使って説明していきましょう。
〈使用語彙〉
was	established	in		 ～に設立された
opened	our	first	shop		 一号店を開設した
is	located	in		 ～に位置する
the	number	of	full-time	employees	 正社員数
the	main	shareholders	are…		 主要株主は
Our	company	slogan	is…	 会社のキャッチコピーは
Our	company	policy	is	as	follows:	 会社のモットー＝社是は次の通りです。
3 ）31 アイスクリーム人気ランキングの部分は以下の英文を参考にして人気フレーバートップ
3 を説明。
　　○○○	ranks	first.	○○○	ranks	second	and	○○○	ranks	third.
　その他の表現例
　　○○○	is	very	popular	in	……
4 ）次にアンケート結果のグラフを説明します。
We	conducted	a	questionnaire	on	consumer	behaviors	about	31	ice	cream.
○○	%	of	the	respondents	（＝回答者）like	……	best.
○○	%	of	the	respondents	buy	ice	cream	……
○○	%	of	the	respondents	eat	ice	cream……
X	%	of	the	respondents	like	…	flavor.　「X	% の回答者が…味を好んだ。」
X	is	the	most	popular	flavor.「X は一番人気のフレーバーです。」
X	is	the	second	popular	flavor.	「X は二番目に人気のフレーバーです。」
X	is	the	least	popular	flavor.	「X は一番人気のないフレーバーです。」
X	%	of	the	respondents	answered	（that）	S	+	V	…	「X	% の回答者が S+V	…	と答えました。」
X	is	the	most	important	factor	when	they	buy	ice	cream.「回答者にとって、アイスクリー
ムを買うとき、X は一番重要な要素です。」
From	this	survey,	we	found	out	that	…	「この調査により、我々は	…	ということを発見した。」
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5 ）最後に次のボキャブラリーリストを使って、新フレーバーを提案してください。
　風味	flavor　 素材・材料	ingredient　 質	quality　 濃厚な	rich　 軽い・さっぱりした	
light　 なめらかな	smooth　 カリカリした	crunchy　 低脂肪の……（以下省略）
〈⑤と⑥の指導法〉
　このステージではこれまでの学習を踏まえてプレゼンテーション作成に入る。大学での今後
の学びや就職活動でも重要なグループワークに習熟することも大きな目的である。通常 3 人か
ら 5 人程度のグループを作り、パワーポイントスライドおよび原稿の作成に入るが、パワーポ
イント作成は口頭での説明はあまりせずに、上記に提示した教材を配って指示を読んで各グ
ループで進めるように指示する。これはパワーポイントの作成技術に各学生で差があり進度に
ばらつきが出るためである。
　これまでのところこの方法で大きな混乱は見られず、むしろ学生が静かに作業に集中するの
で「資料を読んでその指示に従って作業をする」という活動のよい練習になっているのではな
いかと思われる。学生の不安を取り除くために、作成技術の上手下手は英語授業での評価に直
接反映させることはしない旨を伝えるが、下記基本的なパワーポイント作成のコツは教室を
回って適宜指導する。
☆大きい字を作って見やすく、デザインもできればプレゼン内容にふさわしいものに
☆	情報を詰め込みすぎない＝文章をそのまま書き入れない＝一枚のスライドあたり 5 つ程
度の箇条書きにする
☆写真や図を効率よく使う
☆ペイントソフトの活用＝提案した新フレーバーのイラスト作り
　原稿作成については教材を配布して、パワーポイントのスライド 1 枚にあたる分ごとに説明
をする。ここまでに積み上げてきた諸資料を見直し、まとめながら上記に掲載した教材の表現
を使って英文を書いていくが、その際は一人一人の学生の間を回ってきめ細かく指導するよう
に心がける。モデル文を見ながら英文を書き上げていく作業は丁寧に指導すればそれなりにで
きあがっていくが、主語の単複、時制での変化、応用表現、文と文を自然につなげていく手法
などは、できあがった文章を添削することによって定着化を図る。最後の新フレーバー提案の
部分のみ、使用語彙は提示するがモデル文は提示せず文章そのものを考えさせる。学生にとっ
ては難しい作業となるし、教員の手助けも多く必要だが、教員の提示するモデル文で書くだけ
に終わらせず、辞書や参考資料、インターネット上のサイトなどを使用し、今まで学んだ英語
表現を復習しながら自分で文を作り上げていくという能動的な学習も大切であると考える。過
度の負担にならない程度の「負荷」を最後にかけることによって達成感を持つことにつなげる。
2.5　プレゼンテーション
〈⑦⑧⑨の指導法〉
　新フレーバーを提案する、と言ってもなかなかアイデアが浮かばない学生もいるので、この
後、企業セミナー講師の『商品アイデアを思いつくための思考プロセス』についての講義を聞
き、その内容を提案に生かすようにする。最後に期末試験の一部として、グループプレゼン
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テーションを行うが、その際は一人だけが話すのではなくグループ全員が話すようにする。こ
の期末試験に際してはアイコンタクトや声の大きさ、ジェスチャー、機器のトラブルの時の対
処法などプレゼンテーションテクニックも教える。聴衆は、同じクラスの学生に加えて過去に
このプロジェクトを経験した先輩学生、担当教員以外の教員（評価シートとコメントをもら
う）も招き、発表学生にとってよい刺激となるようにする。通常、10 グループほどが発表す
るが、その中で評価の高かった 5 グループほどのプレゼンテーションパワーポイントを配布資
料にして 31 アイスクリーム若葉台店に提出する。
　以下に学生が制作したパワーポイントスライドを資料として挙げる。
3．反省点
　学生は本稿で述べたようなタスクを新鮮な経験として受け止め、英語学習に役立ったと考
え、全体を有意義な活動として非常に肯定的にまた好意的に見ており、その点で本プロジェク
トはある程度の成功を見ていると考えてよいであろう。学生は、このプロジェクトを通して、
社会の最前線、ビジネスの現場で問題解決を行うために必須の英語表現に多く触れる機会を持
つことができる。その点でこの活動は学生の発見と気づきを促し、何のために英語を学ぶのか
という理由を明確にすることができたと考えている。この活動をきっかけにもっと英語を勉強
しよう、近い将来に留学しよう、と考える学生も増えている。
　しかし、残念ながら、このプロジェクトが短期的に学生の英語力を目に見える形でアップさ
せているか、と言えば必ずしもそうではない。今後は学生に満足感を与えることももちろん大
切であるが、プロジェクト自体が目に見える形で学生の英語力アップにつながるように、内容
のより一層の充実と改良を行いたいと考えている。
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